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PCT 428.79ng/ml,BUN 77mg/dl,Cr 4.04ng/ml,血中エン
ドトキシン濃度8.3pg/mlを認め,急性期DICスコアは7
点であった.補液とMEPM,トロンボモジュリン投与の上,
CHDF,PMX-DHPを開始した.ショック状態は改善傾向
にあったが,入院翌日のCTにて左腎実質のガス像が急速
に増大,保存的治療のみでの感染コントロール不可と判断
し緊急で左腎摘除術を行った.術後は順調に回復し,術後
14日目にHDを離脱,ICUを退室し,術後27日目に近医
リハビリ施設へ転院した.【まとめ】 急速に進行した気
腫性腎盂腎炎を緊急血液浄化療法と左腎摘除術を併用し救
命し得た症例を経験した.
― ―159
抄 録
2015；65：159～162
